
　日工グループは、従来の4つのセグメントの1つである「その他事業」を、破砕機関連事業、製造請負関連事業、その他事業の3つに分割しました。事業の見える化を図ることで、資本コ
ストを意識した経営と数値目標に対する実現性を高め、当社独自の4つのコア技術の横展開を図ることで、シナジー効果の最大化とコングロマリットプレミアムの獲得を目指します。

従来の4セグメントを6セグメントに変更しました。
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売上高構成比（新セグメント）
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営業利益率（2023年度）

売上高
109億40百万円

全社費用前営業利益
13億14百万円
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売上高構成比（旧セグメント）

セグメント利益構成比（旧セグメント）

・破砕機関連事業　
  31億98百万円
・製造請負関連事業
  30億72百万円
・その他事業
  46億70百万円

全社費用前営業利益
・破砕機関連事業　
  2億74百万円
・製造請負関連事業
  2億70百万円
・その他事業
  7億69百万円
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市場環境の動向

製品別売上高と営業利益率及び予想売上高

中計の数値目標

①モバイルプラントの拡販と収益力強化
②製品ラインナップ強化
③販売体制の強化とメンテナンス事業の促進
④宇部興機とのシナジー効果の実現

　新たに松田機工が日工グループに加わることで、宇部興機を含
むシナジー効果の実現を目指します。

中計の事業戦略

22年度 23年度 24年度予想 24年度中計
売上高 83億円 109億円 123億円 135億円

営業利益 10.4億円 13.1億円 15.0億円 13.0億円
営業利益率 12.5% 12.0% 12.2% 20.4%

仮設機材 防水板・水門
宇部興機 松田機工 予想売上高

土農工具 モバイル その他
営業利益率（右軸）
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